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１． 緒言 

世界規模で注目されているサッカー.近年では 

日本人選手が世界の舞台で活躍する姿が目立って

おり、世界も日本サッカーを注目しているのが現

状である。筆者も中学校２年生の頃からサッカー

を始め、ゴールキーパーになった．中学校，高校

と練習を重ねるうちに「シュートストップ」に自

信を持つようになった．大学に入学し，「シュート

ストップ」を運動学的視点から観察しようと考え

たが，練習中には冷静な観察ができなかった． 

 また筆者は指導者になりたいと考えている．中

学生，高校生に指導するためには指導者自身が「シ

ュートストップ」を理解しないといけない． 

この2つのことから今回の卒業研究で運動学的

視点から観察しようと考えた． 

そこで本研究では，「シュートストップ」に関し

て運動学的視点から観察し，将来の指導に活かす

ことを目的とする． 

 

２． 研究方法 

本研究の対象者は，中学校２年生、高校２年生，

現役時代の筆者，プロサッカー選手である．中学

生，高校生は実際にグラウンドに行き観察する．

現役時代の筆者，プロサッカー選手はビデオで観

察をする．その時に観察するポイントは「体重の

位置」「余計な動き」である．「体重の位置」とは

構えた際に，重心を前にするか後ろにするかとい

うことである．「余計な動き」とは構えている手の

位置から手を少し下げる，または手を開けるとい

うことである．これらのポイントを意識し，観察

を行う． 

                                                                

３． 結果と考察 

 それぞれのカテゴリーの選手を観察した結果を

まとめていく． 

１）カテゴリー別結果 

 ・中学生.事前準備の際に無駄が多く，「シュー

トストップ」時の構えに遅れが見られた．そのた

め「シュートストップ」の反応にも遅れが見られ

た． 

 ・高校生．基礎はよくできていたが，「シュート

ストップ」時に「体重の位置」の変化がうまくで

きていなかった．また「余計な動き」があり，手

を少し体に寄せてから「シュートストップ」を行

っていた．結果，反応が遅れてしまっていた． 

 ・現役時代の筆者．「体重の位置」は低く保たれ

ていたが，臀部が後ろに出て，股関節が屈折でき

ていない低い姿勢になっていた．その結果体のバ

ネが使えていなかった． 

 ・カシージャス（スペイン代表ゴールキーパー）．

「体重の位置」の移動ができていた．素早く動か

なくてはいけない状態ではつま先に体重をかけて

おり，つま先をしっかり地面につけていた．1対1

などのその場から手足が届く範囲内の「シュート

ストップ」時には「体重の位置」を後ろに置いて

おり，かかとをしっかり地面につけていた． 

２）考察 

 ・この結果から「体重の位置」が「シュートス

トップ」と深く関わっていることがわかった． 

           

４． まとめ 

 本研究では，「シュートストップ」時に「体重の

位置」が深く関わっていることがわかった．また

体重移動をうまく行いやすい「五本指ソックス」

を活用することに注目すべきである． 
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